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ニューノーマル時代の都市を支えるビルシステムF E A T U R E D  A R T I C L E S

中国におけるCOVID-19対策と
タッチレスエレベーター呼びソリューション

林 新建｜Lin Xinjian

2019年末に発生した新型コロナウイルス感染症は，その後急速に感染を拡大した。エレベーター
は，人々がビルの中を昇降するためになくてはならない設備の一つであるが，狭く密閉された空
間に多くの人が出入りするため，操作ボタンを介しての接触感染など，利用に際してリスクが大き
く，住民が安心して外出し，エレベーターを利用できる環境の整備が急務となっていた。
これに対し，日立はチームワークと豊富な経験に基づき，音声などの生体認証，スマートフォン，
QRコードなど，さまざまな方法でエレベーターを利用できるソリューションを打ち出した。また，エ
レベーターとビルのIoTシステムが連携可能なインタフェースを提供することで，ウイルス感染のリス
クを効果的に低減する。中国国内において，こうしたソリューションを提案した企業は日立が初で
あり，使用シーンに合わせて選択可能な豊富なオプションも含めて，高い評価を受けている。
本稿では，中国で昇降機事業を展開する日立電梯（中国）有限公司の取り組みとソリューション
を紹介する。

1. はじめに

2019年12月に確認された新型コロナウイルス感染症
（COVID-19）は世界で感染拡大を続け，2020年2月には
WHO（World Health Organization）が同感染症の危険
性の評価を最高レベルの「非常に高い」に引き上げ，同
年3月には「パンデミック」と認定した。感染症予防の
専門家によると，COVID-19の感染経路は主にエアロゾ
ル感染と接触感染があるとされている。このうち接触感
染とは，病原体保有者から生じる飛沫が物の表面に付着
し，そこに触れた他者の手指が汚染され，その手で口や
鼻，目などの粘膜に触れて感染する場合のことを言う。
エレベーターはマンションなどの集合住宅における移
動の主な手段であるが，空間が狭く，密閉され，人の出
入りも多いため，操作盤，特に行先階登録のボタンなど

の機器表面にウイルスが付着しやすい。エレベーターに
おけるHMI（Human Machine Interface）操作では，エ
レベーターのボタンを直接指で触る必要があり，前述し
た接触感染の原因となり得る。
COVID-19のパンデミックへの具体的な対策が進まな
い中，中華人民共和国においても，エレベーターを利用
する人々の不安は高まった。感染拡大の初期には使い捨
ての楊枝やティッシュペーパー，足踏み式の操作器具に
よって間接的にエレベーターのボタンを押すという対策
が取られたが，それでも感染のリスクはゼロではない。
これらの対策では人々の不安を根本的に払拭することは
できず，また，ボタンを押すのに使用した道具を使い捨
てることは，環境保全の面でも資源の浪費につながり，
好ましくない （図1参照）。
これに対し，日立はエレベーター利用者の不安を払拭し，
人々のQoL（Quality of Life）の向上をめざすべく，タッ
チレスエレベーター呼びソリューションを提案している。
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2. 感染防止に向けたソリューション

日立は，COVID-19の拡大に伴い高まった，エレベー
ターの利用に対する社会的な不安を解消するべく，これ
までに培った技術と経験を生かし，エレベーターの操作
を通じた接触感染のリスクを低減するための安全で衛生

的，かつ効果的で，環境に配慮した革新的なアプローチ
で取り組んでいる。具体的には，立地や構造などがさま
ざまなビルに対して，日立の技術とテンセント社のクラ
ウドプラットフォームを活用し，ビッグデータやIoT
（Internet of Things），AI（Artifi cial Intelligence）認証
といった技術を用いて公衆衛生へのニーズに応え，多様
な製品とソリューションを開発・提供している。ここで
は，その具体的な事例を紹介する。
（1）商業ビルや集合住宅など建物の用途に合わせたカス
タムメイドの対応
スマートフォンやQRコード※），音声などの生体認証，
IC（Integrated Circuit）カードなどを活用したさまざま
なエレベーター呼びソリューションをクラウドを介して
提供するとともに，ビル全体のIoTシステムにエレベー
ターのインタフェースを持たせることで，エレベーター
とビルのエントランスゲートやカメラ付きインターホ
ン，ビッグデータクラウドとの相互接続を可能にしてい
る（表1，図2参照）。こうした多角的なソリューション
を中国国内で提供したのは日立が初めてであり，提供す
るオプションの数も国内一となっている。
特に音声認証のソリューション開発においては，異な
る年齢層，性別，場所から多くの音声サンプルを収集し
ている。中国国内で初めてとなる，音声（ウェークアッ
プなし）によってエレベーターを呼ぶハンズフリーなエ

※） QRコードは，株式会社デンソーウェーブの登録商標である。

ソリューション 認証方式 メリット

クラウドを介した
エレベーター呼び
ソリューション

スマートフォンアプリ
WeChat※1）公式アカウント

・非接触でエレベーターを呼び出し可能
・エレベーターの行先階を変更可能
・エレベーターに関するビッグデータのIoT管理が容易
・ビルのIoT管理の利便性を向上

スマートフォンでのQRコード読み取り ・非接触でエレベーターを呼び出し可能
・エレベーターの行先階を変更可能

音声などの生体認証 ・ハンズフリーの認証
・非接触でエレベーターを呼び出し可能

ICカード／スマートフォンNFC ・非接触式識別エレベーター
・必要に応じてエレベーターの行先階を変更可能

スマートフォンのBluetooth※2） ・非接触でエレベーターを呼び出し可能
・エレベーターの行先階を変更可能

ビルのIoTシステムと連携した
スマートインタフェース ・エレベーターとビルのサブシステムを関連付け，相互連携を実現

ロボットと連動した
スマート・ソリューション

ロボットのエレベーター連動
インタフェース

・ロボットが自らエレベーターを利用
・無人の輸配送業務が可能

注：略語説明ほか
IoT（Internet of Things），IC（Integrated Circuit），NFC（Near Field Communication）
※1）WeChatは，Tencent Holdings Ltd.の登録商標である。
※2）Bluetoothは，Bluetooth SIG, Inc.の登録商標である。

表1｜さまざまなニーズに応える日立のソリューション
日立エレベーターは顧客とビルのニーズに応じて，ハンズフリーのソリューションを提供する。

図1｜ 新型コロナウイルス感染症の発生初期の
エレベーターにおける感染対策

木材による足踏み式操作（左）と，使い捨ての楊枝や手袋を用いた操作（右
上・右下）の例を示す。いずれも手を介したウイルス感染を防ぐことを目的とし
ているが，美観を損ねる，資源の浪費といった点で問題があった。また，使
い捨ての楊枝や手袋を用いるケースでは，それ自体にウイルスが付着する可能
性もあり，効果的とは言えなかった。
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レベーター呼びシステムは，中国の多様な方言にも対応
可能である。また，将来的なグローバル市場への進出に
向けて，英語，日本語など異なる言語への対応について
も研究を進めている。
（2）ロボットによる輸配送業務とエレベーターの連携
COVID-19の感染対策の一つに，輸配送業務における
ロボットの活用がある。ロボットが人に代わって輸配送
業務を行うことで，人が外出して感染する可能性を大幅
に低減できる。しかし，ロボットがエレベーターに乗る
際には，エレベーターとの相互連携が必要となるため，
日立はロボットとエレベーターを連動させるスマートソ
リューションを開発した。このエレベーター連動インタ
フェースによって，ロボットは自主的にエレベーターを
「使用」し，ビル内において無人でスマートに配送を行
い，宅配便や出前などを各階の顧客に届けられる。
日立は既に複数のロボットメーカーと協議を行い，ロ
ボットとエレベーターの連動インタフェースのカスタム

開発を行っており，エレベーター業界で初となるサービ
スロボットの垂直移動を実現している。

3. ソリューションの導入拡大

COVID-19の感染が拡大する中，日立は顧客の緊急の
要望に応えるべく，感染予防のためのソリューションの
開発・導入を進めている。これに際しては，チームワー
クを発揮し，感染予防という共通の目標の達成に向けて，
無償で導入をサポートしている。これらのソリューショ
ンを初めて導入した広州・新福港のプロジェクトでは，
開発から導入・引き渡しまでを1週間で完遂し，顧客か
ら高い評価を受けた。日立はチームワークと中国市場に
おける豊富な経験に基づき，顧客の課題に真摯に向き合
い，ソリューションの拡販を進めている（表2参照）。

市場 現状 施策

既設エレベーターへの
ソリューション導入

・ 使用中の既設エレベーターに対し，
利用者は一日も早いタッチレスエレ
ベーターの導入を望んでいる。
・ 操作ボタンを介した接触感染のリスク
を可能な限り速やかに低減する必要が
ある。

・関連部門と調整を行う。
・ 作業員の予防対策を徹底し，作業を行う。
・ 顧客のニーズに合わせ，必要なソリュー
ションを追加する。

・ 最短で顧客に引き渡し，エレベーター
の利用を再開する。

新設エレベーター向け
オプション

・ エレベーター発注の段階で，顧客の
ニーズに合わせたタッチレスソリュー
ションをオプションとして追加する。
・ 実際の使用シーンにおける利便性，
公衆衛生を考慮する必要がある。

・ 営業部門と連携し，顧客の要望に基づ
いて最適なオプションを提案する。

・ エレベーターと設置先となるビルのIoT，
ビッグデータシステムを融合させる。

プロモーション活動
・ COVID-19のパンデミック下では，
実地プロモーションができない。
・ 顧客は革新的なプロダクトに対して
十分な情報が得られていない。

・ 主な不動産企業に積極的にコンタクト
を取る。

・ 各ソリューションや製品についてオン
ラインでのプロモーションを行う。

・ 不動産企業と提携し，オフラインでの
プロモーションを行う。

表2｜状況に応じたソリューション導入・拡販の施策
日立電梯（中国）は，既設・新設といった市場ごとにエレベーターの販促施策を実施している。コロナ禍の
現状を考慮し，オンラインとオフラインの両面で拡販を進めている。

図2｜ 音声認証によるエレベーター呼び（左）とQRコードによる行先階登録（右）のイメージ
音声およびQRコードを活用することで，接触感染のリスクを低減する。音声識別によって完全なハンズフリーを実現し，スマー
トフォンでＱＲコードを読み取るだけで，エレベーターの呼びボタンを押さなくても行先階を登録できる。
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4. おわりに

COVID-19の爆発的流行は人々の生活習慣，公共空間
での行動に多大な変化をもたらした。人々が感染の不安
を抱える中，日立は社会のニーズに応じて，グループ各
社の技術を結集し，人々のQoLの改善，都市のレジリエ
ンスの向上に取り組んでいる。
日立電梯（中国）のソリューションは，早期に社会の
ニーズに対応し，エレベーターにおける感染防止に向け
た具体的な施策を提供したことで，広く顧客に普及し，
エレベーター内の感染対策の好例となった。今後も社会
イノベーションを通じて，パンデミックの収束と活力あ
る社会の実現に貢献していく。

執筆者紹介

林 新建
日立楼宇技術（広州）有限公司
ビル市場部 所属
現在，昇降機ソリューションの計画業務に従事
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